























　食品中の脂質のほとんど ( 約 95 %) はト

















　 脂 肪 酸 は 炭 化 水 素 に カ ル ボ キ シ 基
(-COOH) がついたものです。炭素数の違い
で、長鎖脂肪酸（炭素数 14 以上）、中鎖脂































　 脂 質 は 水 に 溶 け に く い の で、 洗 剤 の 役
割 を す る 胆 汁 酸 と の ミ セ ル 状 態（ 集 合 体 ）
で 消 化 さ れ ま す。 リ パ ー ゼ は 膵 臓 で 合 成
さ れ、 小 腸 に 分 泌 さ れ て か ら 活 性 化 さ れ
ま す。 膵 臓 リ パ ー ゼ は、 両 端 の 脂 肪 酸 だ
け を 切 断 で き る の で、 真 ん 中 の 脂 肪 酸 を
残 し た モ ノ グ リ セ リ ド と 脂 肪 酸 が 生 成 し
ます（図 2）。
　 消 化 後、 脂 肪 酸 と モ ノ グ リ セ リ ド は 小
腸 上 皮 細 胞 表 面 を 通 過 し ま す。 と こ ろ が、
やっと通過したモノグリセリド（２- モノ
ア シ ル グ リ セ ロ ー ル ） は、 す ぐ に 小 腸 上
皮 細 胞 内 で ト リ グ リ セ リ ド に 戻 さ れ、 リ
ポ タ ン パ ク 質 と し て リ ン パ 管、 胸 管 を 経
由して血中に運ばれます（図 3）。さらに、
リ ポ タ ン パ ク 質 は 脂 肪 組 織 な ど 末 梢 組 織
に 運 ば れ ま す。 そ の た め、 食 後 す ぐ の 血
液 に は ト リ グ リ セ リ ド を 運 ぶ リ ポ タ ン パ
ク 質 が 多 く 白 濁 し ま す が、 し ば ら く す る
と透明な血清に戻ります。
ふたたび脂肪はどうなるのですか
　脂質のトリグリセリドは小腸細胞を通過する
ときに、分解され再合成されてもとに戻りまし
たね。そしてトリグリセリドは血中を運ばれな
がら、血管内皮細胞表面にあるリポタンパク質
リパーゼや肝性リパーゼによって脂肪酸とグリ
セリンに分解されます。このときは３つの脂肪
酸がすべて外されます。また、脂肪細胞内のト
リグリセリドの分解はホルモン感受性リパーゼ
が担当します。
脂肪酸とグリセリンの行方は
　脂肪酸は、空腹時にミトコンドリア内のβ酸
化と呼ばれる一連の反応でアセチル CoA に変
えられます。そして、クエン酸回路と電子伝達
系で分解され、ATP が産生されます。グリセ
リンは、リン酸化されグリセロール 3- リン酸
になり、脂質合成、糖新生や解糖系に再利用さ
れます。
　なぜ脂肪の分解は、ややこしいのでしょう
か。それは水と相性が悪いためと、脂肪はエネ
ルギー源として優れすぐに使われないようにす
るためなのでしょう。
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図３　小腸からの吸収
図 2　小腸に吸収されるモノグリセリド
